
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１の基板と、
前記第１の基板上にあって、２本ずつ交互にかつ平行に配置した走査電極および維持電極
からなる複数の表示電極対と、
放電空間を挟んで前記第１の基板に対向配置される第２の基板と、
前記第２の基板上にあって、前記表示電極対と交差する方向に配置した複数のデータ電極
と、
前記表示電極対毎に前記走査電極および前記維持電極を交互に配置し、
前記第１の基板と第２の基板の間にあって、表示電極対とデータ電極とにより構成された
主放電を発生させる主放電セル、および前記複数の走査電極のうち隣接する２本の走査電
極によりプライミング放電を発生させるプライミング放電セルを区画するように設けた隔
壁とを備えたプラズマディスプレイパネルの駆動方法であって、
１フィールドを初期化期間、書込み期間、維持期間を有する複数のサブフィールドで構成
し、
前記書込み期間は奇数番目の走査電極をもつ主放電セルの書込み動作を行う奇数ライン書
込み期間と、偶数番目の走査電極をもつ主放電セルの書込み動作を行う偶数ライン書込み
期間とを有し、
前記奇数ライン書込み期間において、奇数番目の走査電極には走査パルスを順次印加し、
偶数番目の走査電極には、
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前記偶数ライン書込み期間において、偶数番目の走査電極には走査パルスを順次印加し、
奇数番目の走査電極には、

ことを特
徴とするプラズマディスプレイパネルの駆動方法。
【請求項２】
複数のサブフィールドのうち少なくとも１つのサブフィールドにおいて
初期化期間は奇数番目の走査電極をもつ主放電セルの初期化動作を行う奇数ライン初期化
期間と、偶数番目の走査電極をもつ主放電セルの初期化動作を行う偶数ライン初期化期間
とを有し、
前記奇数ライン書込み期間の直前に前記奇数ライン初期化期間を設け、前記偶数ライン書
込み期間の直前に前記偶数ライン初期化期間を設けた
ことを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイパネルの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁掛けテレビや大型モニター等に用いられるプラズマディスプレイパネルの
駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プラズマディスプレイパネル（以下、ＰＤＰあるいはパネルと略記する）は、大画面、
薄型、軽量であることを特徴とする視認性に優れた表示デバイスである。
【０００３】
　ＰＤＰとして代表的な交流面放電型パネルは、対向配置された前面板と背面板との間に
多数の放電セルが形成されている。前面板は、走査電極と維持電極とからなる表示電極が
前面ガラス基板上に互いに平行に複数対形成され、それら表示電極を覆うように誘電体層
および保護層が形成されている。背面板は、背面ガラス基板上に複数の平行なデータ電極
と、それらを覆うように誘電体層と、さらにその上にデータ電極と平行に複数の隔壁がそ
れぞれ形成され、誘電体層の表面と隔壁の側面とに蛍光体層が形成されている。そして、
表示電極とデータ電極とが立体交差するように前面板と背面板とが対向配置されて密封さ
れ、内部の放電空間には放電ガスが封入されている。このような構成のパネルにおいて、
各放電セル内でガス放電により紫外線を発生させ、この紫外線でＲＧＢ各色の蛍光体を励
起発光させてカラー表示を行っている。
【０００４】
　パネルを駆動する方法としてはサブフィールド法、すなわち、１フィールド期間を複数
のサブフィールドに分割した上で、発光させるサブフィールドの組み合わせによって階調
表示を行う方法が一般的である。ここで、各サブフィールドは初期化期間、書込み期間お
よび維持期間を有する。
【０００５】
　初期化期間では、すべての放電セルで一斉に初期化放電を行い、それ以前の個々の放電
セルに対する壁電荷の履歴を消すとともに、つづく書込み動作のために必要な壁電荷を形
成する。加えて、放電遅れを小さくし書込み放電を安定して発生させるためのプライミン
グ（放電のための起爆剤＝励起粒子）を発生させるというはたらきをもつ。書込み期間で
は、走査電極に順次走査パルスを印加するとともに、データ電極には表示すべき画像信号
に対応した書込みパルスを印加し、走査電極とデータ電極との間で選択的に書込み放電を
おこし、選択的な壁電荷形成を行う。つづく維持期間では、走査電極と維持電極との間に
所定の回数の維持パルスを印加し、書込み放電による壁電荷形成を行った放電セルを選択
的に放電させ発光させる。
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【０００６】
　このように、画像を正しく表示するためには書込み期間における選択的な書込み放電を
確実に行うことが重要であるが、回路構成上の制約から書込みパルスに高い電圧が使えな
いこと、データ電極上に形成された蛍光体層が放電をおこり難くしていること等、書込み
放電に関しては放電遅れを大きくする要因が多い。したがって、書込み放電を安定して発
生させるためのプライミングが非常に重要となる。
【０００７】
　しかしながら、放電によって生じるプライミングは時間の経過とともに急速に減少する
。そのため、上述したパネルの駆動方法において、初期化放電から長い時間が経過した書
込み放電に対しては初期化放電で生じたプライミングが不足して放電遅れが大きくなり、
書込み動作が不安定になって画像表示品質が低下するといった問題があった。あるいは、
書込み動作を安定して行うために書込み時間を長く設定し、その結果、書込み期間に費や
す時間が大きくなりすぎるといった問題があった。
【０００８】
　これらの問題を解決するために、パネルの前面板に設けたプライミング放電セルを用い
てプライミングを発生させ、放電遅れを小さくするパネルとその駆動方法が提案されてい
る（たとえば特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－１５０９４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら上述のパネルにおいては、隣接する放電セルが相互干渉をおこしやすく、
特に書込み期間において、隣接する放電セルの書込み放電にともない発生するプライミン
グの影響を受けて誤書込み、あるいは書込み不良を生じるおそれがあり、そのため書込み
動作の駆動電圧マージンが狭くなるという課題があった。
【００１０】
　本発明のプラズマディスプレイパネルの駆動方法は、これらの課題に鑑みなされたもの
であり、書込み動作の駆動電圧マージンを狭めることなく書込み放電を安定して発生させ
ることができるプラズマディスプレイパネルの駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、第１の基板と、第１の基板上にあって、２本ずつ交互にかつ平行に配置した
走査電極および維持電極からなる複数の表示電極対と、放電空間を挟んで第１の基板に対
向配置される第２の基板と、第２の基板上にあって、表示電極対と交差する方向に配置し
た複数のデータ電極と、第１の基板と第２の基板の間にあって、表示電極対とデータ電極
とにより構成された主放電を発生させる主放電セル、および複数の走査電極のうち隣接す
る２本の走査電極によりプライミング放電を発生させるプライミング放電セルを区画する
ように設けた隔壁とを備えたプラズマディスプレイパネルの駆動方法であって、１フィー
ルドを初期化期間、書込み期間、維持期間を有する複数のサブフィールドで構成し、書込
み期間は奇数番目の走査電極をもつ主放電セルの書込み動作を行う奇数ライン書込み期間
と、偶数番目の走査電極をもつ主放電セルの書込み動作を行う偶数ライン書込み期間とを
有し、奇数ライン書込み期間において、奇数番目の走査電極には走査パルスを順次印加し
、偶数番目の走査電極には、

偶数ラ
イン書込み期間において、偶数番目の走査電極には走査パルスを順次印加し、奇数番目の
走査電極には、

ことを特徴とする。
この方法により、書込み動作の駆動電圧マージンを狭めることなく書込み放電を安定して
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発生させることができる。
【００１２】
　また、複数のサブフィールドのうち少なくとも１つのサブフィールドにおいて、初期化
期間は奇数番目の走査電極をもつ主放電セルの初期化動作を行う奇数ライン初期化期間と
偶数番目の走査電極をもつ主放電セルの初期化動作を行う偶数ライン初期化期間とを有し
、奇数ライン書込み期間の直前に奇数ライン初期化期間を設け、偶数ライン書込み期間の
直前に偶数ライン初期化期間を設けてもよい。この方法によりプライミング放電セルを確
実に初期化できるため、つづく書込み期間においてプライミング放電セルが確実に放電す
る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、書込み動作の駆動電圧マージンを狭めることなく書込み放電を安定し
て発生させることができるプラズマディスプレイパネルの駆動方法を提供することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１におけるパネルについて、図面を用いて説明する。
【００１５】
　図１は本発明の実施の形態１におけるパネルの構造を示す分解斜視図であり、図２は同
パネルの断面図である。第１の基板であるガラス製の前面基板２１と第２の基板である背
面基板３１とが放電空間を挟んで対向配置され、放電空間には放電によって紫外線を放射
するネオンおよびキセノンの混合ガスが封入されている。
【００１６】
　前面基板２１上には、走査電極２２と維持電極２３とからなる表示電極対が互いに平行
に複数対形成されている。このとき、走査電極２２、維持電極２３は、維持電極２３－走
査電極２２－走査電極２２－維持電極２３－・・・となるように２本ずつ交互に配列され
ている。走査電極２２と維持電極２３はそれぞれ透明電極２２ａ、２３ａと、透明電極２
２ａ、２３ａ上に形成された金属母線２２ｂ、２３ｂとから構成されている。走査電極２
２－走査電極２２間、および維持電極２３－維持電極２３間には黒色材料からなる光吸収
層２８が設けられている。走査電極２２の金属母線２２ｂの突出部分２２ｂ’は光吸収層
２８上にまで突出して形成されている。そして、これらの走査電極２２、維持電極２３お
よび光吸収層２８とを覆うように誘電体層２４および保護層２５が形成されている。
【００１７】
　背面基板３１上には、走査電極２２および維持電極２３と交差する方向にデータ電極３
２が互いに平行に複数形成され、そしてデータ電極３２を覆うように誘電体層３３が形成
されている。そして誘電体層３３の上に主放電セル４０を区画するための隔壁３４が形成
されている。
【００１８】
　隔壁３４は、データ電極３２と平行な方向に延びる縦壁部３４ａと、主放電セル４０を
形成するとともに主放電セル４０の間に隙間部４１を形成する横壁部３４ｂとで構成され
ている。その結果、隔壁３４は一対の走査電極と維持電極とからなる表示電極対に沿って
主放電セル４０を複数連結した主放電セル行を形成し、隣接した主放電セル行の間に隙間
部４１を生じる。隙間部４１のうち、２本の走査電極が隣り合う側に位置する隙間部には
突出部分２２ｂ’が形成されており、この隙間部はプライミング放電セル４１ａとしては
たらく。すなわち隙間部４１は１つおきに突出部分２２ｂ’を有するプライミング放電セ
ル４１ａとなっている。なお、隙間部４１ｂは２本の維持電極が隣り合う側に位置する隙
間部である。
【００１９】
　そして、これら隔壁３４の頂部は前面基板２１に当接するように平坦に形成されている
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。これは、隣接する放電セルの相互干渉を防ぐためであり、特に書込み期間において隣接
する放電セルの書込み放電にともない発生するプライミングの影響を受けて誤書込みを生
じる等の誤動作を防ぐためである。さらには、プライミング放電にともない、プライミン
グ放電セル４１ａに隣接する主放電セル４０の壁電荷が減少し書込み不良を生じる等の誤
動作を防ぐためである。本発明の実施の形態１においては、隔壁３４の段差が１０μｍ以
下となるように形成している。この値は、１０μｍ以上で隣り合う主放電セル４０間の相
互干渉が発生し、プライミング放電セル４１ａと主放電セル４０との相互干渉も発生する
という実験結果にもとづく値である。
【００２０】
　そして、隔壁３４により区画された主放電セル４０に対応する誘電体層３３の表面と隔
壁３４の側面とに蛍光体層３５が設けられている。なお、図１では隙間部４１側に蛍光体
層３５を形成していないが、蛍光体層３５を形成する構成としてもよい。
【００２１】
　なお、上述の説明ではデータ電極３２を覆うように誘電体層３３が形成されているが、
この誘電体層３３は形成しなくてもよい。
【００２２】
　図３は本発明の実施の形態１におけるパネルの電極配列図である。列方向にｍ列のデー
タ電極Ｄ１ ～Ｄｍ （図１のデータ電極３２）が配列され、行方向にｎ行の走査電極ＳＣ１

～ＳＣｎ （図１の走査電極２２）とｎ行の維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ （図１の維持電極２３
）とが維持電極ＳＵ１ －走査電極ＳＣ１ －走査電極ＳＣ２ －維持電極ＳＵ２ －・・・とな
るように２本ずつ交互に配列されている。そして、本発明の実施の形態１においては隣り
合う走査電極ＳＣｐ 、ＳＣｐ ＋ １ （ｐ＝奇数）の突出部分（図１の突出部分２２ｂ’）の
間でプライミング放電を行う。
【００２３】
　そして、一対の走査電極ＳＣｉ 、維持電極ＳＵｉ （ｉ＝１～ｎ）と１つのデータ電極Ｄ

ｊ （ｊ＝１～ｍ）とを含む主放電セルＣｉ ， ｊ （図１の主放電セル４０）が放電空間内に
ｍ×ｎ個形成される。また走査電極ＳＣｐ の突出部分と走査電極ＳＣｐ ＋ １ の突出部分と
を含むプライミング放電セルＰＳｐ （図１のプライミング放電セル４１ａ）が形成される
。
【００２４】
　つぎに、パネルを駆動するための駆動波形とそのタイミングについて、パネルの動作と
ともに説明する。
【００２５】
　図４は、本発明の実施の形態１におけるパネルの駆動波形図である。このように実施の
形態１においては、１フィールド期間が初期化期間、書込み期間、維持期間を有する複数
のサブフィールドから構成されており、書込み期間は、奇数番目の走査電極をもつ主放電
セルの書込み動作を行う奇数ライン書込み期間と、偶数番目の走査電極をもつ主放電セル
の書込み動作を行う偶数ライン書込み期間と有し、奇数番目の走査電極（以下、奇数走査
電極と略記する）と偶数番目の走査電極（以下、偶数走査電極と略記する）との書込み動
作を時間的に分離して行う。これは以下に詳細に説明するように、壁電荷を用いてプライ
ミング放電を順次継続して安定して発生させるためである。またこれにより、放電セルの
相互作用の影響、特に書込み期間において垂直方向に隣接する主放電セルの影響を小さく
することもできる。
【００２６】
　まず、初期化期間前半部では、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ および維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ を
それぞれ０（Ｖ）に保持し、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ には、維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ に対
して放電開始電圧以下の電圧Ｖｉ１ から、放電開始電圧を超える電圧Ｖｉ２ に向かって緩
やかに上昇する傾斜波形電圧を印加する。この傾斜波形電圧が上昇する間に、走査電極Ｓ
Ｃ１ ～ＳＣｎ と維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ 、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ との間でそれぞれ１回目
の微弱な初期化放電がおこる。そして、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ 上部に負の壁電圧が蓄積
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されるとともに、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ 上部および維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ 上部には正の
壁電圧が蓄積される。ここで、電極上部の壁電圧とは電極を覆う誘電体層上あるいは蛍光
体層上に蓄積された壁電荷により生じる電圧をあらわす。このとき、走査電極ＳＣ１ ～Ｓ
Ｃｎ は同電位のためプライミング放電セルＰＳｐ では放電が発生しない。
【００２７】
　初期化期間後半部では、維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ を正電圧Ｖｅに保ち、走査電極ＳＣ１

～ＳＣｎ には、維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ に対して放電開始電圧以下となる電圧Ｖｉ３ から
放電開始電圧を超える電圧Ｖｉ４ に向かって緩やかに下降する傾斜波形電圧を印加する。
この間に、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ と維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ 、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ と
の間でそれぞれ２回目の微弱な初期化放電がおこる。そして、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ 上
部の負の壁電圧および維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ 上部の正の壁電圧が弱められ、データ電極
Ｄ１ ～Ｄｍ 上部の正の壁電圧は書込み動作に適した値に調整される。このときも、走査電
極ＳＣ１ ～ＳＣｎ は同電位のためプライミング放電セルＰＳｐ では放電が発生しない。以
上により初期化動作が終了する。
【００２８】
　奇数ライン書込み期間では、奇数走査電極ＳＣｐ を一旦電圧Ｖｃに保持する。そして、
偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ には、隣接する奇数走査電極ＳＣｐ との間でプライミング放電セ
ルＰＳｐ 内部に放電を生じさせるための電圧Ｖｑを印加する。つぎに、１番目の走査電極
ＳＣ１ に走査パルス電圧Ｖａを印加すると、プライミング放電セルＰＳ１ 内において２番
目の走査電極ＳＣ２ との間でプライミング放電が発生し、主放電セルＣ１ ， １ ～Ｃ１ ， ｍ

内部にプライミングが供給される。このとき、表示すべき画像信号に対応するデータ電極
Ｄｋ （ｋは１～ｍの整数）に正の書込みパルスＶｄを印加すると、データ電極Ｄｋ と走査
電極ＳＣ１ との交差部で放電が発生し、対応する主放電セルＣ１ ， ｋ の維持電極ＳＵ１ と
走査電極ＳＣ１ との間の放電に進展する。そして主放電セルＣ１ ， ｋ 内の走査電極ＳＣ１

上部に正の壁電圧が蓄積され、維持電極ＳＵ１ 上部に負の壁電圧が蓄積され、１行目の書
込み動作が終了する。なお、このとき、プライミング放電セルＰＳ１ 内部の走査電極ＳＣ

１ 上部には正の壁電圧が蓄積され、走査電極ＳＣ２ 上部には負の壁電圧が蓄積される。
【００２９】
　以下同様に奇数番目の主放電セルＣ３ ， ｋ ，Ｃ５ ， ｋ ，・・・について書込み動作を行
う。
【００３０】
　偶数ライン書込み期間では、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ を一旦電圧Ｖｃに保持する。そし
て、奇数走査電極ＳＣｐ には、隣接する奇数番目の走査電極ＳＣｐ ＋ １ との間でプライミ
ング放電セルＰＳｐ 内部に放電を生じさせるための電圧Ｖｑを印加する。そして、２番目
の走査電極ＳＣ２ に走査パルス電圧Ｖａを印加すると、プライミング放電セルＰＳ１ 内に
おいて１番目の走査電極ＳＣ１ との間でプライミング放電が発生する。このときの放電は
、プライミング放電セルＰＳ１ 内部の走査電極ＳＣ１ 上部に蓄積された正の壁電圧、走査
電極ＳＣ２ 上部に蓄積された負の壁電圧が加算されるため放電遅れが小さく安定した放電
となる。そして、主放電セルＣ２ ， １ ～Ｃ２ ， ｍ 内部にプライミングが供給される。この
とき、表示すべき画像信号に対応するデータ電極Ｄｋ に正の書込みパルスＶｄを印加する
と、データ電極Ｄｋ と走査電極ＳＣ２ との交差部で放電が発生し、対応する主放電セルＣ

２ ， ｋ の維持電極ＳＵ２ と走査電極ＳＣ２ との間の放電に進展する。そして主放電セルＣ

２ ， ｋ 内の走査電極ＳＣ２ 上部に正の壁電圧が蓄積され、維持電極ＳＵ２ 上部に負の壁電
圧が蓄積され、２行目の書込み動作が終了する。なお、プライミング放電セルＰＳ１ 内部
の壁電圧は反転し、プライミング放電セルＰＳ１ 内部の走査電極ＳＣ１ 上部には負の壁電
圧、走査電極ＳＣ２ 上部には正の壁電圧が蓄積される。
【００３１】
　以下同様に偶数番目の主放電セルＣ４ ， ｋ ，Ｃ６ ， ｋ ，・・・について書込み動作を行
い、書込み期間を終了する。
【００３２】

10

20

30

40

50

(6) JP 4029841 B2 2008.1.9



　維持期間では、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ および維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ を０（Ｖ）に一
旦戻した後、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ に正の維持パルス電圧Ｖｓを印加する。このとき、
書込み放電をおこした放電セルＣｉ ， ｋ における走査電極ＳＣｉ 上部と維持電極ＳＵｉ 上
部との間の電圧は、正の維持パルス電圧Ｖｓに加えて、書込み期間において走査電極ＳＣ

ｉ 上部および維持電極ＳＵｉ 上部に蓄積された壁電圧が加算されて、放電開始電圧より大
きくなる。これにより、放電セルＣｉ ， ｋ において維持放電が発生する。以降同様に、走
査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ と維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ とに維持パルスを交互に印加することに
より、書込み放電をおこした放電セルＣｉ ， ｋ に対して維持パルスの回数だけ維持放電が
継続して行われる。このとき、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ は同電位のためプライミング放電
セルＰＳｐ では放電が発生しない。
【００３３】
　つづくサブフィールドの初期化期間では、維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ を正電圧Ｖｅに保ち
、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ には電圧Ｖｉ４ に向かって緩やかに下降する傾斜波形電圧を印
加する。すると、維持放電を行った主放電セルＣｉ ， ｋ の走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ と維持
電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ 、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ との間でそれぞれ微弱な初期化放電がおこる
。そして、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ 上部および維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ 上部の壁電圧が弱
められ、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ 上部の正の壁電圧は書込み動作に適した値に調整される。
このときも、走査電極ＳＣ１ ～ＳＣｎ は同電位のためプライミング放電セルＰＳｐ では放
電が発生しない。
【００３４】
　この後の書込み期間、維持期間、およびつづくサブフィールドの駆動波形およびパネル
の動作は上述と同様である。
【００３５】
　ここで、書込み期間を奇数ライン書込み期間と偶数ライン書込み期間とに分けた理由に
ついて説明するために、プライミング放電セルの動作に注目して再度説明する。プライミ
ング放電セルＰＳｐ 内では、奇数走査電極ＳＣｐ に印加した電圧と偶数走査電極ＳＣｐ ＋

１ に印加した電圧とが異なる場合にのみ放電が発生するから、書込み期間だけに注目すれ
ばよい。
【００３６】
　まず、最初のサブフィールドの奇数ライン書込み期間では、奇数走査電極ＳＣｐ に負電
圧の走査電圧パルスＶａを印加し、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ に正の電圧Ｖｑを印加してプ
ライミング放電を発生させる。そして、プライミング放電セルＰＳｐ 内の奇数走査電極Ｓ
Ｃｐ 上に正の壁電圧、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ 上に負の壁電圧が蓄積される。
【００３７】
　つづく偶数ライン書込み期間では、負の壁電圧が蓄積している偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １

にさらに負電圧の走査電圧パルスＶａを印加し、正の壁電圧が蓄積している奇数走査電極
ＳＣｐ にさらに正の電圧Ｖｑを印加してプライミング放電を発生させる。このように、こ
のときのプライミング放電は電極に印加した電圧にさらに壁電圧が加算されるため、放電
遅れの小さい安定した放電となる。そして、プライミング放電セルＰＳｐ 内の偶数走査電
極ＳＣｐ ＋ １ 上に正の壁電圧、奇数走査電極ＳＣｐ 上に負の壁電圧が蓄積される。
【００３８】
　つぎのサブフィールドの奇数ライン書込み期間では、負の壁電圧が蓄積している奇数走
査電極ＳＣｐ にさらに負電圧の走査電圧パルスＶａを印加し、正の壁電圧が蓄積している
偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ にさらに正の電圧Ｖｑを印加してプライミング放電を発生させる
。したがって、このときのプライミング放電も放電遅れの小さい安定した放電となる。そ
して、プライミング放電セルＰＳｐ 内の奇数走査電極ＳＣｐ 上に正の壁電圧、偶数走査電
極ＳＣｐ ＋ １ 上に負の壁電圧が蓄積される。
【００３９】
　以降同様に、壁電圧が常にプライミング放電を強めるようにはたらくので、プライミン
グ放電は放電遅れの小さい安定した放電となる。このように、書込み期間を奇数ライン書
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込み期間と偶数ライン書込み期間とに分けることによりプライミング放電を放電遅れの小
さい安定した放電とすることができる。
【００４０】
　なお、上述の動作説明においては、最初のサブフィールドの初期化期間はすべての主放
電セルで初期化放電を行う全セル初期化動作を行い、つぎのサブフィールド以降の初期化
期間は維持放電を行った主放電セルを選択的に初期化する選択初期化動作を行うものとし
て説明したが、これらの初期化動作は任意に組み合わせてもよい。
【００４１】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２におけるパネルの構造は実施の形態１と同じである。また駆動方
法においても、書込み期間として奇数ライン書込み期間と偶数ライン書込み期間とをもち
、それらを時間的に分離して行うことも実施の形態１と同様である。実施の形態２が実施
の形態１と異なるところは、初期化期間についても奇数ライン初期化期間と偶数ライン初
期化期間とを時間的に分離して設けたサブフィールドをもつことである。すなわち、複数
のサブフィールドのうち少なくとも１つのサブフィールドにおいて、奇数番目の走査電極
をもつ主放電セルの初期化動作を行う奇数ライン初期化期間と、偶数番目の走査電極をも
つ主放電セルの初期化動作を行う偶数ライン初期化期間とを有し、奇数ライン書込み期間
の直前に奇数ライン初期化期間を設け、偶数ライン書込み期間の直前に偶数ライン初期化
期間を設けたことである。
【００４２】
　つぎに、パネルを駆動するための駆動波形とそのタイミングについて、パネルの動作と
ともに説明する。図５は、本発明の実施の形態２におけるパネルの駆動波形図である。
【００４３】
　まず、奇数ライン初期化期間の前半部では、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ および維持電極ＳＵ

１ ～ＳＵｎ をそれぞれ０（Ｖ）に保持し、奇数走査電極ＳＣｐ には電圧Ｖｉ１ から電圧Ｖ
ｉ２ に向かって緩やかに上昇する傾斜波形電圧を印加する。この間に奇数番目の主放電セ
ル内では１回目の微弱な初期化放電がおこり、奇数走査電極ＳＣｐ 上部に負の壁電圧が蓄
積されるとともに、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ 上部および奇数維持電極ＳＵｐ 上部には正の壁
電圧が蓄積される。そして、奇数ライン初期化期間の後半部では、維持電極ＳＵ１ ～ＳＵ

ｎ を正電圧Ｖｅに保ち、奇数走査電極ＳＣｐ には、電圧Ｖｉ３ から電圧Ｖｉ４ に向かって
緩やかに下降する傾斜波形電圧を印加する。この間に奇数番目の主放電セル内では２回目
の微弱な初期化放電がおこり、奇数走査電極ＳＣｐ 上部の負の壁電圧および奇数維持電極
ＳＵｐ 上部の正の壁電圧が弱められ、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ 上部の正の壁電圧は書込み動
作に適した値に調整される。
【００４４】
　以上が奇数番目の主放電セル内部で発生する放電およびそれにともなう壁電圧の動きで
ある。なお偶数ライン側の主放電セル内部では放電が発生しない。
【００４５】
　このとき、プライミング放電セルＰＳｐ 内部では以下のような放電と壁電圧の動きが発
生する。まず、奇数ライン初期化期間の前半部では、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ を０（Ｖ）
に保持し、奇数走査電極ＳＣｐ に放電開始電圧を超える電圧Ｖｉ２ に向かって緩やかに上
昇する傾斜波形電圧を印加するため、奇数走査電極ＳＣｐ と偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ との
間でそれぞれ１回目の微弱な初期化放電がおこる。そして、プライミング放電セルＰＳｐ

内部の奇数走査電極ＳＣｐ 上部に負の壁電圧が蓄積されるとともに、偶数走査電極ＳＣｐ

＋ １ 上部には正の壁電圧が蓄積される。奇数ライン初期化期間の後半部では、奇数走査電
極ＳＣｐ には、電圧Ｖｉ３ から電圧Ｖｉ４ に向かって緩やかに下降する傾斜波形電圧を印
加する。しかし、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ には放電を抑制するための電圧Ｖｒを印加する
ために放電は発生しないか、発生しても壁電荷を大きくは減少させない。
【００４６】
　このように、奇数ライン書込み期間に先立って、プライミング放電セルＰＳｐ 内部の奇
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数走査電極ＳＣｐ 上には負の壁電圧が蓄積され、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ 上には正の壁電
圧が蓄積される。
【００４７】
　つづく奇数ライン書込み期間では、すでに負の壁電圧が蓄積している奇数走査電極ＳＣ

ｐ にさらに負電圧の走査電圧パルスＶａを印加し、すでに正の壁電圧が蓄積している偶数
走査電極ＳＣｐ ＋ １ にさらに正の電圧Ｖｑを印加してプライミング放電を発生させる。し
たがって、最初のサブフィールドにおける書込み期間のプライミング放電も放電遅れの小
さい安定した放電となる。そして、プライミング放電セルＰＳｐ 内の奇数走査電極ＳＣｐ

上に正の壁電圧、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ 上に負の壁電圧が蓄積される。
【００４８】
　つぎに、偶数ライン初期化期間の前半部では、データ電極Ｄ１ ～Ｄｍ および維持電極Ｓ
Ｕ１ ～ＳＵｎ をそれぞれ０（Ｖ）に保持し、偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ には電圧Ｖｉ１ から
電圧Ｖｉ２ に向かって緩やかに上昇する傾斜波形電圧を印加する。そして、偶数ライン初
期化期間の後半部では、維持電極ＳＵ１ ～ＳＵｎ を正電圧Ｖｅに保ち、偶数走査電極ＳＣ

ｐ には、電圧Ｖｉ３ から電圧Ｖｉ４ に向かって緩やかに下降する傾斜波形電圧を印加する
。この間に偶数番目の主放電セル内では奇数番目の主放電セルと同様の初期化動作が行わ
れる。なお偶数番目の主放電セル内部では放電が発生しない。
【００４９】
　このとき、プライミング放電セルＰＳｐ 内の奇数走査電極ＳＣｐ 上には正の壁電圧、偶
数走査電極ＳＣｐ ＋ １ 上には負の壁電圧が蓄積されているため、偶数ライン初期化期間の
前半部において偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １ に上昇する傾斜波形電圧を印加しても、壁電圧が
この電圧を打ち消す方向にはたらくために放電は発生しないか、発生しても壁電荷を大き
くは減少させない。さらに、偶数ライン初期化期間の後半部において偶数走査電極ＳＣｐ

＋ １ に下降する傾斜波形電圧を印加しても、奇数走査電極ＳＣｐ に放電を抑制するための
電圧Ｖｒを印加するために放電は発生しないか、発生しても壁電荷を大きくは減少させな
い。
【００５０】
　つづく偶数ライン書込み期間では、負の壁電圧が蓄積している偶数走査電極ＳＣｐ ＋ １

にさらに負電圧の走査電圧パルスＶａを印加し、正の壁電圧が蓄積している奇数走査電極
ＳＣｐ にさらに正の電圧Ｖｑを印加してプライミング放電を発生させる。このように、こ
のときのプライミング放電も電極に印加した電圧にさらに壁電圧が加算されるため、放電
遅れの小さい安定した放電となる。そして、プライミング放電セルＰＳｐ 内の偶数走査電
極ＳＣｐ ＋ １ 上に正の壁電圧、奇数走査電極ＳＣｐ 上に負の壁電圧が蓄積される。
【００５１】
　このように、本発明の実施の形態２におけるパネルの駆動方法によれば、初期化期間に
ついても奇数ライン初期化期間と偶数ライン初期化期間とを時間的に分離して設けたサブ
フィールドをもつことによって、最初のサブフィールドにおける書込み期間のプライミン
グ放電も放電遅れの小さい安定した放電となる。
【００５２】
　なお、すべてのサブフィールドに対して、奇数ライン初期化期間と偶数ライン初期化期
間とを設ける必要はなく、たとえば１フィールドに１回、あるいは数フィールドに１回設
けるだけでプライミング放電を安定化することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、書込み動作の駆動電圧マージンを狭めることなく書込み放電を安定して発生
させることができるので、壁掛けテレビや大型モニター等に用いられるパネルの駆動方法
として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の実施の形態１におけるパネルの構造を示す分解斜視図
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【図２】同パネルの断面図
【図３】同パネルの電極配列図
【図４】同パネルの駆動波形図
【図５】本発明の実施の形態２におけるパネルの駆動波形図
【符号の説明】
【００５５】
　２１　　前面基板
　２２　　走査電極
　２２ａ，２３ａ　　透明電極
　２２ｂ，２３ｂ　　金属母線
　２２ｂ’　　突出部分
　２３　　維持電極
　２４　　誘電体層
　２５　　保護層
　２８　　光吸収層
　３１　　背面基板
　３２　　データ電極
　３３　　誘電体層
　３４　　隔壁
　３４ａ　　縦壁部
　３４ｂ　　横壁部
　３５　　蛍光体層
　４０　　主放電セル
　４１　　隙間部
　４１ａ　　プライミング放電セル
　４１ｂ　　（維持側）隙間部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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